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国道56号 具同地区
全面通行止区間 L=0.9km

国道56号 楠島地区
全面通行止区間 L=1.1km

相ノ沢川

楠島川

サイダ川

楠島川

相ノ沢川

中筋川

中筋川

中筋川

四万十川直轄河川事業

（排水樋門 新設）

放水路
新設

平成26年6月梅雨前線豪雨による浸水区域

国道56号通行止め区間

計画断面 相ノ沢川 0k500

楠島川（放水路）

■対策メニュー
相ノ沢川：河床掘削、築堤等を実施（L=1,450ｍ）
楠島川 ：楠島川放⽔路（L=170ｍ）の新設、河床掘削、築堤等を実施（L=650ｍ）

■対策期間
概ね5ヶ年で実施

0

相ノ沢川総合内⽔対策計画 ～県が実施するハード対策について～ 平成29年５⽉23⽇ ⾼知県
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第３回四万十川大規模氾濫に
関する減災対策協議会

高知地方気象台

「平成29年度の取り組み」について

平成29年5月17日13時から、情報発信時
に「危険度を色分けした時系列表示」及び
「警報級の可能性」を新たな情報として提供
を開始しました。
今年度（平成29年度）、高知地方気象台

は、この新たな情報を用いた気象警報・注
意報の活用普及を図ります。

「平成28年度の主な取り組み（ソフト対策）」について

・「渡川流域を対象としたタイムライン（案）」の改善・改良（と継続した検討）。
・平成29年2月3日 要配慮者利用施設の管理者向けに防災気象情報の活用について
説明を実施。

・平成29年2月25日 四万十市具同地区の区長、自主防災組織を対象に学習会を実施。

気象警報・注意報をより見やすく！
より分りやすく！」リーフレット（気象庁）
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ダム本体及
び関連工事

補償基準

用地取得

（50ha）

家屋移転

（8世帯、1戸） 100%（8世帯、その他1戸）

100%（50ha）

仮排水トンネル ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 試験湛水

付替道路

（5.5km） 89%（4.9km）

※ 用地取得 本体関連付替工事代替地

（平成２９年４月末時点）

中筋川総合開発事業（横瀬川ダム）の進捗状況

H15.10  用地補償基準提示 ※個別補償のため、提示により個別に了解

なかすじがわ よこぜがわ

1

過年度施工済 0%(5月10日打設開始)

基礎掘削
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横瀬川ダム状況写真

横瀬川

ダムサイト建設地の現況（右岸より左岸を臨む）

撮影日：2017年4月28日

撮影日：2017年3月30日

なかすじがわ よこぜがわ

中筋川総合開発事業（横瀬川ダム） 現地状況写真

2

ダムサイト建設地の現況（左岸より右岸を臨む）

横瀬川

撮影日：2017年4月28日

撮影日：2017年5月10日

ダムサイト右岸側

ダム本体工事進捗率 12.4％

ダムサイト建設地の現況（下流より本体を臨む） ダムサイト建設地の現況（見学所より本体を臨む）

撮影日：2017年4月28日

横瀬川
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中筋川

四万十川

後川

大臣管理区間

大臣管理区間

大臣管理区間

0 5km

四万十市

L=1.03km

L=1.26km

L=0.46km

初崎

L=0.42km
古津賀

L=0.52km

井沢

L=0.41km

下田

L=1.23km

L=1.03km

具同・入田

ものべがわ

凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力対策 侵食対策

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平25情複、第247号）

洪水を河川内で安全に流す対策

四万十川 具同・入田箇所の堤防断面確保、古津賀箇所の河道掘削、井沢箇所の堤防断面確保、

下田箇所の堤防嵩上げ、初崎箇所の堤防整備 【平成28年度～平成32年度：四国地整】

中 筋 川 横瀬川ダムの建設 【平成31年度:四国地整】

横瀬川ダムの完成イメージ

横瀬川ダム
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中筋川

四万十川

後川

大臣管理区間

大臣管理区間

大臣管理区間

0 5km

四万十市

L=0.10km

L=0.21km

L=0.57km

L=1.26km

L=0.20km

L=0.05km

L=0.21km

蕨岡

佐岡

佐田

山路

百笑

九樹 この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平25情複、第247号）

凡例 天端の保護
裏法尻の補強

四万十川 佐田箇所の堤防天端の保護及び法尻の補強、百笑箇所の堤防天端の保護、山路箇所の堤防法尻の補強

後 川 蕨岡箇所の堤防天端の保護、佐岡箇所の堤防法尻の補強

中 筋 川 九樹箇所の堤防天端の保護 【～平成32年度：四国地整】

堤防構造の工夫による被害を軽減するための対策
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
○避難行動に必要なＣＣＴＶカメラを夜間監視可能な高感度カメラに更新 【H28-29年度 更新17箇所 現在施工中】

○相ノ沢川総合内水対策計画に基づくハード対策 【H28-29年度 樹木伐採 現在施工中】

避難行動に必要なＣＣＴＶカメラを
夜間監視可能な高感度カメラに更新

夜間監視が可能なCCTVカメラ映像（23時現在）

夜間監視が不可能なCCTVカメラ映像（23時現在）

高感度カメラ
に更新

相ノ沢川総合内水対策計画に基づくハード対策(樹木伐採）
写真：具同（坂本箇所）

伐採前 伐採後

伐採前 伐採後
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避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
○排水ポンプ車作業ヤードの整備

・H28年度 堤防内への配水ホース接続管設置 （2箇所：清水樋門、榎沢樋門）

・排水ポンプ車操作訓練 【平成29年5月26日PM予定】

○水防連絡会の開催等

排水ホース接続管設置
【清水樋門箇所】

伐採前 伐採後

伐採前 伐採後

排水ポンプ車訓練
【H28実施状況】

水防連絡会 合同点検【H28実施状況】
水防活動実施状況【土居大橋H28.9.20】

合同点検：土居大橋

水防活動：土居大橋

排水ポンプ車設置訓練

排水ポンプ車設置訓練

排水ホース接続管設置

排水ホース接続管設置
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平成２８年９月台風第１６号における治水効果 （渡川水系中筋川）
○平成28年9月台風第16号洪水では、中筋川山奈雨量観測所における降り始めからの総雨量が423mmを記録し、四万十川の右支川中

筋川では基準地点の磯ノ川水位観測所で戦後第2位（8.85m［速報値］）を記録。（なお、左支川後川では、基準地点の秋田水位
観測所で戦後第4位（6.86m［速報値］）を記録。）

○中筋川では、これまでの治水事業により、堤防が概成するとともに中筋川ダムが完成しており、計画高水位（8.37m）を超過した
ものの、川が溢れること（越水）による浸水被害を防止することができた。

○中筋川沿川では、楠島地区や有岡地区等において内水による浸水被害が発生しており、現在、被害状況を調査中であるが、中村
河川国道事務所は、楠島箇所（清水樋門）に排水ポンプ車1台（150m3/min）を配備し緊急排水活動を実施（約1.4万m3を排水）。
また、有岡排水機場及び楠島排水機場を稼働させ排水を実施（有岡で約14.4万m3、楠島で約9.8万m3を排水）。

中筋川・磯ノ川水位観測所地点（9月20日10:30）

有岡箇所（中筋川）での水防活動状況［土のう積み工］

位置図

平成28年9月台風第16号洪水の雨量・水位

平常時
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中筋川

四万十市

14ｋ4

357 407
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中筋川流域平均雨量（mm）

昭和38年8月
台風第9号

平成28年9月
台風第16号

平成28年9月台風第16号における治水効果（河道整備・ダムによる被害軽減効果）

○平成28年9月台風第16号は、約1,000haが浸水した昭和38年8月洪水と同規模の洪水。
○堤防、中筋川ダム等の整備効果により、昭和38年8月洪水より流域平均雨量は多
かった（約1.1倍）が、浸水面積は1／4に減少。（984ha → 244ha）

約1.1倍

愛媛県

高知県

徳島県

香川県

四万十川 後川

中筋川

984

244
0
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1200
浸水面積（ｈａ）

昭和38年8月
台風第9号

平成28年9月
台風第16号

約1/4に軽減

※中筋川沿川

（H11.4月運用開始）

堤防、排水機場、
中筋川ダムを整備

【 凡例 】

H28浸水範囲

S38浸水範囲

※両洪水の浸水面積が把握できた国見箇所（11k0付近）より下流で比較。
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